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第49号

年
頭
の
こ
と
ば

融
会
一
瞬
祉
の
推
進

りf喪主の関T(毎月l回発行)

機
銃
国
空
気
銃
な
ど
の

昭和35年l周20日

JL' 

得

相
州
統
や
空
気
銃
は
、
公
安
委

員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

持
っ
と
と
は
で
を
ま
せ
ん
。

新
た
に
買
い
求
め
た
場
合
ま

た
は
す
で
に
も
っ
て
い
る
が
許

可
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、

次
の
要
領
に
よ
り
許
可
を
受
け

て
、
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
下

さ
い
。
す
許
可
願
は
住
所
地
の
管
轄
警

察
署
に
出
す
(
許
可
願
の
書

類
は
警
察
署
、
派
出
所
、
駐

在
所
ま
た
は
販
売
厄
に
あ
る

)
そ
の
際
。
許
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
猟
銃
ま
た
は
空
気
銃
一

と
願
い
出
る
者
の
印
鑑
及
び

本
籍
、
住
所
、
職
業
、
氏
名

生
年
月
日
が
証
明
さ
れ
る
も

の
(
例
え
ば
学
生
託
、
身
分
証

明
書
.
住
民
票
抄
木
な
ど

)
を
一
諸
に
持
参
す
る

な
お
、
十
四
才
に
満
た
な
い

者
、
精
神
病
者
な
ど
は
許
可

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん。

V

許
可
を
受
け
た
猟
銃
や
空
気

(ー)
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完
成
急
ぐ
有
線
放
送

有
線
放
送
事
業
は
現
在
工
事

中
で
、
今
ま
で
に
完
成
し
ま
し

た
地
区
が
、
喜
多
灘
、
白
滝
地

区
で
二
月
上
旬
頃
に
は
一
応
全

町
完
成
の
運
び
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。完
備
致
し
ま
し
て
実
際
司
始

に
な
り
ま
す
の
は
四
月
一
日
の

見
込
で
す
。

現
在
の
電
話
加
入
者
は

長

浜

地

区

一

五

三

喜

多

灘

地

区

二

一

四

禰

生

地

区

四

六

出

海

地

区

九

大

和

地

区

八

五

白

滝

地

区

一

八

四

4町

0;;;;:;;;;註}

~三~

比

一

山

一
ムJ

一

)
わ
三
、
福
祉
裁
定
請
求
書
未
提
出
金
託
蓄
を
交
付
し
ま
し
た
が

川

の

一

の

方

へ

当

日

御

差

支

え

の

あ

っ

た

方

向
山
一
裁
定
請
求
書
ヘ
老
令
、
障
害
は
印
鑑
を
も
っ
て
町
役
場
で

の

事

に

一

母

子

'A
尚
祉
年
余
)
に
つ
き
受
取
っ
て
下
さ
い
a

ら
三
ぅ
一
ま
し
て
は
九
月
一
日
以
降
順
又
現
在
交
付
通
知
に
接
し
て

砂
円
以
一
次
提
出
を
受
け
、
現
在
す
で
い
な
い
方
は
逐
次
裁
定
せ
ら

や
私
的
一
に
県
よ
り
年
金
託
事
の
送
付
れ
ま
す
か
ら
、
交
付
の
通
知

k
J
ッ
し
一
を
受
け
る
段
階
に
至
っ
て
お
が
あ
り
ま
し
た
ら
定
め
ら
れ

。
一
こ
け
げ
一
り
ま
す
が
、
若
し
未
だ
手
続
た
場
所
及
び
日
時
に
必
ず
印

」
コ
の

y
バ
二
号
未
了
の
一
方
は
至
急
町
役
場
鑑
と
通
知
書
を
御
持
参
の
上

4

な
牌
は
川
一
へ
御
申
出
の
上
手
続
を
取
っ
受
領
し
て
下
さ
い
。

口

こ

出

向

、

く

一

て

下

さ

い

。

一

尚

印

鑑

は

今

後

郵

便

局

で

年

心
(
「
て
三
寸
年
金
証
書
の
交
付
に
つ
い
一
金
受
領
の
と
き
使
用
す
る
も

h

一
て
裁
定
請
求
書
提
出
者
の
内
一
の
を
御
持
参
下
さ
い
。

?
一
約
半
数
は
十
二
月
下
旬
、
年
一
三
文
印
は
い
け
ま
せ
ん
。

d
も
J

、JE
e
r

、21
2
6

、fB
B
J
Z
Z
E
d
-
h
p
P
E
a
s唱
Z
3
f込
f
-
S
F
E
f
1
r
t

1
1
1
1
1
1

一
行
し
目
標
額
が
達
成
で
き
ま
し

S

L

一

一

た

こ

と

に

対

し

衷

心

か

ら

御

礼

E

J

A

l

一

一

申

上

げ

ま

す

。

二

、

「

之

:

ュ

:a-v」
L
に
各
地
区
募
金
実
績
を
御

共
同
募
金
完
遂
一
報
告
白
:
上
げ
今
後
共
に
引
続
存
亡

一
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
併
せ

世
の
中
の
不
幸
を
な
く
し
、
-
て
御
願
い
申
上
げ
ま
す
。

み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
で
あ
る
よ
一
地
区
別
実
績
表

う
に
・
:
と
い
う
こ
と
は
誰
し
一
地
区
別
目
標
額
実
績
額
労

も
の
願
い
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
-
長
浜
一
口
ニ
・
一
宜
八
二
0

・
八
三
一
二
口

す
る
こ
と
が
国
民
の
共
同
連
帯
一
喜
多
灘
二
・
九
九
ニ
一
一

-Z二
8

の
っ
と
め
で
も
あ
り
ま
す
。
一
櫛
生
一
八
・
ニ
一
O

一八・ニ一
C

一C
口

昭
和
三
十
四
年
十
月
全
国
一
斉
一
山
山
海
一
廿
ふ
奈
一
甘
美
六
一
0
0

に
行
わ
れ
ま
し
た
赤
い
羽
根
共
一
大
和
三
=
一
・
一
一
一
一
ニ
一
=
一
=
一
・
一
品
一
ニ
一
口
口

同
募
金
運
動
は
町
民
皆
僚
の
深
↑
白
滝
一
一
一
八
六
回
ニ
ヨ
一
八
二
(
四
ニ
一
0
0

い
御
理
解
と
混
か
い
御
支
援
に
-
計
二
二
一
一
ロ
ヘ
O

二三
0

・甘八
E

一一口

よ
り
ま
し
て
す
べ
て
順
調
に
進

「母と子|がよい映画を観る

運動を起しましょう

よ
い
映
阿
ー
γ
親
と
子
が
楽
し

〈
観
る
こ
と
を
活
殺
に
行
っ
て

子
供
と
羽
親
に
片
す
る
教
育
的

な
み
か
た
や
批
判
カ
を
た
か
め

寺
J
F
}
)

レ
J
h
k
ノ。

て
青
少
年
に
よ
い
映
酒
を
み

せ
ま
し
ょ
う
。

肉
体
映
画
等
の
不
良
映
画
に

よ
っ
て
社
会
に
与
え
る
影
響

は
大
き
く
、
特
に
青
少
年
の

幸
宿
を
守
る
た
め
に
母
親
達

に
よ
っ
て
青
少
年
の
映
画
を

観
る
生
活
環
境
の
改
善
を
ば

か
り
ま
し
ょ
う
。

二
、
婦
人
の
学
習
活
動
に
よ
い

映
画
を
と
り
い
れ
ま
し
ょ
う

よ
い
映
画
に
よ
っ
て
生
活
を

明
る
く
豊
か
に
す
る
学
習
活

動
を
さ
か
ん
に
し
大
き
く
ゆ

れ
動
く
時
代
に
対
処
で
き
る

誤
ら
な
い
婦
人
の
知
性
と
地

位
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

道
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FM1Bg'も
d
も

F
F
、F
也
事
U

除、r
z
fも
e
e
-
-
4
t
f

、PE
E
F
'
z
'
t
J
1
5
1
，I

必
ず
許
可
を
受
け
て

こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

五
、
地
下
街
、
地
下
室
、
通
路

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施

設
六
露
庄
日
的
口
問
‘
置
場
、
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

道
路
法
第
三
十
一
一
条
(
許
可

に
な
る
事
項
)
と
は
左
に
揚
げ

る
工
作
物
で
す
。
宅
地
と
し
て

連
物
を
建
築
す
る
こ
と
は
許
可

に
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
電
柱
、
電
線
、
変
圧
塔
、

郵
便
差
出
箱
、
公
衆
電
話
所

広
告
塔
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
工
作
物

二
、
水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス

管
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
施
設

四
、
歩
】
腕
、
雪
よ
け
、
そ
の
他

七
、
間
各
号
に
揚
げ
る
も
の
を

除
く
外
道
路
の
構
造
又
は
交

通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
工
作
、
物
件
又
は
施

設
で
政
令
で
定
め
る
も
の

尚
く
わ
し
く
は
、
犬
洲
土
木
事

務
所
長
浜
出
張
所
又
は
町
役
場

建
設
課
で
お
た
づ
ね
下
さ
い
。

早
く
出
し
て
下
さ
い

国
民
一
隅
祉
年
金
請
求
書

歳
求
た
す
け
あ
い
運
動

現
金
四
二
、
二

拡
張
工
事
も
、
昭
和
二
十
六
年
一
最
低
限
度
の
生
活
公
営
む
権
利

に
そ
の
絡
に
つ
き
、
現
在
に
至
一
を
有
す
る
。

る
ま
で
、
年
々
多
額
の
国
庫
補
一
国
は
す
べ
て
の
生
活
部
面
に

助
を
得
て
総
統
施
行
さ
れ
、
今
一
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保

や
完
成
の
域
に
そ
の
巨
歩
を
進
一
陣
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び

め
て
い
る
事
は
、
ま
こ
と
に
御
一
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

同
慶
の
き
わ
み
で
あ
る
。
一
い
」
と
あ
る
。

一
新
年
度
に
お
い
て
も
、
約
一
三
新
憲
法
は
、
我
々
国
氏
の
生

世
は
岩
戸
景
気
で
あ
り
ー
豆
、
五

O
O万
円
の
国
庫
補
助
が
一

E
僚
と
国
の
社
会
保
障
義
務
を

る
い
は
所
得
倍
増
計
画
と
か
、
一
予
定
さ
れ
て
お
り
、
私
と
し
て
一
高
ら
か
に
唄
い
あ
げ
て
い
る
。

ま
こ
と
に
景
気
よ
い
芦
が
速
く
一
は
、
そ
の
完
成
わ
一
日
も
速
や
、
一
国
民
生
活
の
安
定
と
充
実
と

か
ら
ー
く
ら
れ
〈
く
る
。
一
か
な
る
こ
と
を
祈
り
つ
ヘ
将
一
繁
栄
こ
そ
が
政
治
の
最
高
目
標

戦
後
当
町
も
、
荒
れ
た
郷
土
一
釆
も
最
善
の
努
力
を
払
う
べ
く
一
た
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
ω

の
復
旧
に
、
あ
る
い
は
地
税
沈
一
党
情
を
新
に
す
る
も
の
で
あ
る
一
年
頭
に
あ
た
り
一
年
の
計
い

下
対
策
や
ら
、
災
害
復
旧
諸
工
一
今
年
は
一
九
六

0
年
代
の
最
一
な
大
長
浜
町
百
年
の
大
計
を
あ

事

で

半

日

も

な

か

っ

た

が

、

こ

一

初

の

年

。

一

れ

こ

れ

と

思

い

め

ぐ

ら

す

と

ぎ

れ
も
一
応
け
じ
め
の
つ
い
た
現
-
平
和
と
繁
栄
の
、
わ
れ
ノ
¥
一
、
二
万
町
民
各
位
の
お
一
人
お

一
在
、
過
ぎ
し
熊
月
を
ふ
り
返
っ
一
人
類
の
歴
史
上
、
い
ま
だ
か
っ
一
一
人
が
、
生
活
の
安
定
と
、
充

主
持
に
「
尽
日
春
?
尋
ね
て
一
て
み
る
と
ぎ
、
ゃ
う
も
す
れ
ば
寸
て
な
い
素
晴
ら
し
い
時
代
が
展
一
実
と
繁
栄
玄
慨
保
で
き
ま
す
よ

春
を
見
ず
、
帰
り
き
た
っ
て
笑
一
、
他
の
行
政
一
聞
に
立
ち
遅
れ
を
百
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
。
一
う
に
、
わ
が
町
政
の
基
本
理
念

っ
て
梅
花
を
と
っ
て
場
げ
ば
、
↑
感
ず
る
こ
と
は
、
深
い
反
省
に
一
た
し
か
に
世
界
の
大
勢
は
、
-
が
、
福
祉
行
政
、
社
会
保
障
行

春
は
校
頭
に
あ
り
で
す
で
に
十
一
価
す
る
。
一
大
ぎ
い
一
つ
の
「
曲
り
角
」
に
一
政
の
諸
分
野
に
向
っ
て
、
犬
、
ぎ

分

」

と

あ

る

。

↑

し

か

し

こ

の

問

、

合

併

当

初

一

行

含

つ

い

た

。

一

く

強

く

指

向

さ

れ

て

こ

そ

、

今

輝
や
か
し
い
昭
和
三
十
五
年
で
ぼ
う
大
な
赤
字
を
抱
え
た
町
一
わ
が
町
政
の
あ
り
方
も
、
こ
一
後
拓
け
ゆ
く
新
し
い
時
代
に
お

の
新
春
、
皆
様
お
め
で
と
う
ご
一
財
政
も
、
慎
重
な
財
政
再
建
計
て
で
あ
ら
た
な
る
構
想
の
も
と
一
い
て
、
そ
の
歴
史
的
課
題
に
応

ざ
い
ま
斗
q-o

一
面
が
効
を
奏
し
て
昭
和
三
十
石
、
将
来
、
を
展
q
E
す
る
必
要
が
↑
え
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
ろ
う
。

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
し
と
一
七
年
度
に
は
、
地
財
法
の
厳
し
一
あ
ろ
う
。
一
こ
こ
に
お
い
て
、
争
え
て
尽

い
わ
れ
る
。
↑
い
制
約
か
ら
全
く
解
放
さ
れ
る
一
日
本
再
建
の
指
爆
は
、
福
祉
一
目
、
春
を
尋
ね
て
的
復
す
る
こ

な
る
ほ
ど
、
荒
廃
し
た
国
土
一
と
と
が
確
実
と
な
り
、
こ
の
事
一
国
家
の
連
設
に
あ
る
。
一
と
も
な
ー

は
戦
前
以
上
に
復
旧
さ
れ
、
壊
一
は
な
ん
と
し
て
も
感
慨
深
い
も
一
な
に
が
理
想
の
信
社
国
家
で
-
ま
U
い
い
に
「
春
は
校
一
践
に
あ

滅
状
態
の
わ
が
産
業
経
済
は
異
一
の
が
あ
る
o

-

あ

る

の

か

。

÷

り

て

す

で

に

十

分

」

で

は

な

か

状

t
た
く
ま
し
さ
で
再
建
さ
れ
一
ま
た
当
町
経
済
の
発
展
的
基
一
憲
法
第
二
十
五
条
に
「
す
こ
ろ
う
か
。

ド唾
J
P
}
E
t
d
j
iト
盤
で
あ
る
、
大
長
浜
港
の
修
築
一
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
-

i

3
4
J
司

《

司

4
9
4
d
F
t
B
6
F
5
4
b
g
h
f
F
t
p吐
p
t
f

、4B唖
声
。

銃
一
℃
も
、
こ
れ
を
持
ち
運
ぶ

場
合
は
、
必
ず
所
持
許
可
証

を
一
諸
に
持
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
ま
た
狩
猟
す
る
場
合
の
他
は

安
全
装
置
を
す
る
な
ど
、
直

ち
に
発
射
す
る
事
が
で
き
な

い
よ
う
に
し
た
上
に
、
お
、
〉

い
か
ぶ
せ
る
か
、
容
器
に
い

れ
て
還
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

従
っ
て
、
道
路
や
公
園
な
ど

で
猟
銃
や
空
気
銃
を
む
き
出

し
の
ま
L
持
ち
歩
い
た
り
、

樹
や
電
柱
な
ど
を
ね
ら
っ
て

射
っ
た
り
し
て
い
る
の
を
よ

く
み
か
け
ま
す
が
、
と
れ
ら

は
す
べ
て
違
反
と
な
る
わ
け

で
す
。

生
活
困
窮
者
、
そ
の
他
不
幸
な

人
達
に
対
し
町
民
の
温
か
い
関

心
を
高
め
そ
の
積
駆
的
な
支
持

を
得
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
明

る
い
お
正
月
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
と
町
内
婦
人
会

そ
の
他
各
種
団
体
の
協
カ
を
得

て
十
二
月
一
日
よ
り
三
十
一
日

ま
で
の
一
ヶ
月
間
歳
末
た
す
け

合
い
運
動
を
展
開
致
し
ま
し
た

そ
の
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
り

ま
す
。

ヤ」

L

に
御
協
力
い
た
Y
き
ま

し
た
各
種
団
体
に
対
し
衷
心
よ

り
厚
く
御
礼
を
申
述
べ
ま
す
と

共
に
今
後
共
に
よ
ろ
し
く
御
願

い
致
し
ま
す
。

一
、
募
金
額

六
五
円
衣
類
一
七
八
点

米
一

O
九
、
五
取

二
、
配
分
額

的
町
内
困
窮
者
現
金
三
八
、

六
八
五
円
衣
類
一
七
八
点

白
米
一

O
九
、
五
斑

①
大
洲
病
院
結
核
患
者
一
、
二

五

O
円

⑦
国
立
療
養
所
一
、
四

O
O円

伺
長
浜
持
者
院
七
三
五
円

向
郵
送
料
一
九
五
円

グ
一
ほ
米
設
業
州
労
務
者
募
集
山
々

一

、

事

業

の

趣

旨

の
わ
が
国
農
村
の
青
壮
年
で
あ
っ
て
、
将
来
国
内
開
拓
地
に
ノ
ヘ

植
あ
る
い
は
中
南
米
そ
の
他
の
諸
国
へ
良
業
移
住
等
農
業
に

依
っ
て
自
立
寸
る
こ
と
あ
る
い
わ
自
分
の
農
業
経
営
の
改
善

を
図
る
こ
と
を
切
実
に
必
要
と
し
、
あ
る
い
わ
希
草
す
る
者

の
中
か
ら
農
業
労
務
者
と
し
て
適
格
な
青
年
を
選
ん
で
米
国

加
州
の
農
場
に
派
遣
し
、
一
定
期
間
そ
の
農
場
の
烈
し
く
且

規
則
正
し
い
農
業
労
的
に
従
事
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
」

れ
る
勤
労
収
入
の
余
剰
を
以
っ
て
そ
の
自
立
乃
至
ば
経
許
改
ー

善
の
資
笠
に
充
当
さ
ぜ
る
等
わ
が
国
民
業
の
発
達
、
と
農
村

二
三
男
対
策
の
一
助
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と

ぬ
こ
れ
ら
め
段
村
青
壮
年
に
国
際
的
な
視
野
か
ら
わ
が
同
農
業

の
実
態
を
認
識
さ
せ
る
と
共
に
、
彼
地
に
お
け
る
労
的
と
生

活
を
通
じ
て
得
た
諸
体
験
を
以
っ
て
、
わ
が
国
農
村
の
進
歩

に
役
立
た
し
め
よ
う
と
す
る
も
の

①
①
の
事
業
を
通
じ
て
日
米
両
附
農
民
相
互
の
理
解
か
深
め
ひ

い
て
は
両
国
間
の
親
善
関
係
の
増
進
に
寄
与
せ
し
め
よ
う
と

す
る
も
の

二
、
派
遣
地
域

米
国
加
州
一
円

¥ 
令、

ー一一 、

三

、

資

格

①
義
務
教
育
を
終
え
た
概
ね
二
十
才
以
上
三
十
一
才
未
満
(
都

道
府
県
の
最
終
選
芳
時
)
の
男
子
で
あ
っ
て
民
業
の
経
験
を

有
し
、
現
在
も
民
業
に
従
事
し
て
い
る
者
で
あ
る
と
と
。

①
両
親
、
兄
弟
姉
妹
、
事
官
及
び
予
の
い
ず
れ
か
に
米
凶
市
民
権

を
有
す
る
者
が
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

①
そ
の
他
諸
条
件
あ
り

回
、
県
割
当
人
員

二
O
名

五
、
締
切
期
日

二
月
十
目

六

、

其

の

他

的
収
入
の
見
込

-
年
間
の
収
入
総
額
は
お
i

む
ね
二
、

0
0
0ド
ル
(
セ
ニ

0
、

0
0
0
)
程
度
と
予
想
し
ま
す
、
し
た
が
っ
て
三
年
間

で
六
、

0
0
0ド
ル
(
二
、
一
六

0
0
0
0円
)

同
支
出
の
見
込

往
復
旅
費
、
食
費
、
小
遺
そ
の
他
で
三
年
間
合
と

計
四
、
四

0
0ド
ル
(
一
、
五
八
四
、

0
0
0円
)
程
度
見

込

ま

す

。

百

右
の
収
支
を
差
引
く
と
一
、
六

0
0
0ド
ル
(
五
七
六
、

O
一

0
0
)
前
後
と
な
り
ま
す
。
(
あ
く
ま
で
も
見
込
額
)
一

七

、

滞

米

期

間

一

そ
の
他
く
わ
し
く
は
町
役
場
産
業
係
に
お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
一

、ν

農
地
交
換
分
合
強
調
月
間

分
合
で
土
台
が
で
き
た
新
農
村
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果
樹
菌
作
業

第49号

一
、
柑
橘
園
の
間
伐

現
在
本
郡
の
柑
橘
聞
に
於
い

て
は
、
大
な
り
、
小
な
り
、
密

植
闘
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
聞
は
.
間
伐
を
行

わ
な
い
か
ぎ
り
、
現
在
の
収
量

を
よ
り
い
っ
そ
う
多
く
上
げ
る

事
は
出
来
ま
せ
ん
。

又
品
質
面
で
も
当
地
区
の

様
に
、
比
較
的
日
照
量
の
少
な

い
所
で
は
、
間
伐
す
る
事
に
よ

り
、
向
上
さ
寸
事
が
大
で
あ
る

の
で
是
非
実
施
を
願
い
ま
す
ロ

。
間
伐
の
方
法

地
区
内
の
大
部
分
が
軽
い

密
植
園
と
な
っ
て
い
る
の
で

当
然
短
縮
問
伐
を
行
う
。

こ
の
場
合
、
上
枝
や
側
校

の
み
間
引
い
て
も
ほ
と
ん

ど
効
果
が
な
い
の
で
、
悪
主

校
又
は
、
主
校
の
基
部
よ
り

間
引
き
、
残
存
樹
と
の
問
に

少
な
く
と
も
、
一
米
位
の
間

隔
が
必
要
で
あ
る
。

。
実
施
よ
の
注
意

1

不
良
系
統
は
、
極
力

間
伐
の
対
象
と
し
て
優
先
す

る
事
。2

残
存
樹
は
特
に
株
一
万

に
注
意
し
、
天
牛
、
裾
腐
、

又
は
樹
指
病
等
に
便
さ
れ
て

な
い
事
。

3
短
縮
間
伐
の
場
合
は

必
ず
枝
の
分
か
れ
目
よ
り
切

り
、
切
口
に
は
接
地
を
塗
布

す
る
事
。

4

間
伐
に
よ
り
残
存
樹

に
日
焼
の
心
配
あ
る
樹
は
、

石
灰
乳
を
塗
る
か
、
棄
を
巻

く
事
。5

計
蕎
的
問
伐
の
場
合

短
絡
を
す
る
樹
に
、
ラ
ベ
ル

を
付
け
て
お
け
ば
、
翌
年
度

E りf喪主の間:r(毎月l回発行)

に
間
違
う
事
な
く
、
作
業
に

能
率
的
で
あ
る
。

日
期
間
は
二
月
中
句
よ

り
行
い
、
現
定
期
ま
で
に
必

ず
完
了
し
て
お
く
事
。

ニ
、
苦
土
石
灰
の
施
用

1

施
用
時
期
二
月
中

1

下
旬
。
2

施
用
量
一

0
ア
ー
ル

当
り
、
八

O
斑
(
四
袋
)

O

養

蚕

O
品
開
の
頗
蛾
(
す
き
む
し
)
、

「
く
わ
の
め
い
が
」
と
「
す

か
し
の
め
い
が
」
と
あ
っ
て
、

年
数
回
発
生
し
、
最
後
は
老
熟

せ
る
幼
虫
の
ま
与
え
、
を
越
し
ま

す。
幼
虫
は
吐
糸
を
以
っ
て
葉
を

綴
り
、
桑
の
表
皮
を
残
し
て
葉

肉
を
喰
笹
し
、
秋
(
晩
秋
蚕
期

)
に
、
大
警
を
与
え
る
も
の
で

す。

。

奴

除

法

1

幼
虫
の
被
害
葉
を
採
集

焼
却
す
る
。

2

秋
期
幼
虫
の
越
え
、
前
、

樹
幹
の
根
元
に
、
襲
来
類
を

巻
き
潜
伏
所
を
作
っ
て
、
幼

虫
を
誘
引
焼
却
駆
殺
す
る
。

3

冬
季
桑
株
の
間
際
内
に

越
冬
せ
る
幼
虫
を
補
殺
す
る

4
暁
畔
の
雑
草
を
焼
却
す

る。5

石
灰
窒
素
一

0
ア
ー
ル

当
り
、
二
俵
程
度
を
冬
期
間

施
肥
と
、
殺
虫
用
を
兼
ね
て

撒
布
施
用
す
る
。

。
蚕
業
中
堅
青
年

体
験
発
表
会
開
催

養
蚕
意
慾
が
次
第
に
又
庇
護

に
な
り
つ
L
あ
り
ま
す
現
在
、

中
堅
青
年
諸
氏
の
体
験
発
表
会

を
、
左
記
に
よ
り
開
催
せ
ら
れ

非

常

に

参

考

と

な

り

ま

す

か

ら

一

公

民

舘

(

未

定

)

多

数

出

席

下

さ

い

。

一

発

表

希

望

の

方

は

、

直

ち

に

発
表
会
日
程
と
場
所
一
地
区
養
蚕
組
合
へ
申
込
ん
で
下

一
、
日
時
一
月
三
十
日
一
さ
い
。

二
、
場
所
喜
多
郡
内
子
町
一

民一一一一一言一一一一三一一一匡三一=一三一一一一言=雲霞雲
E
一三=一三=一三一一一=一三一一一一一三三三一一=一一一三一三一一一一三

答えて下さい

一
九
六
O
年
世
界

農

林

業

ン

ス

来
る
二
月
一
日
か

ら
農
業
の
国
勢
調

査
と
も
い
う
べ
き

一
九
六

O
年
世
界

農
林
業
セ

γ
ナ
ス
の
本
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
そ
の
ら
ら

ま
し
を
紹
介
し
ま
す
(
世
界
農

林
業
セ
ン
サ
ス
と
は
)

こ
の
セ
ン
ナ
ス
と
い
う
の
は
世

界
一

O
O余
の
国
が
参
加
し
て

共
に
行
う
国
際
的
な
一
大
農
林

業
基
本
調
査
で
一

O
年
に
一
回

の
調
査
で
す
。

(
本
調
査
の
体
系
)

こ
の
セ
ン
ナ
ス
は
農
業
調
査
と

林
業
調
査
の
二
つ
か
ら
成
り
た

っ
て
い
ま
す
、
農
業
調
査
は
農

家
調
査
と
農
業
事
業
体
(
会
社

共
同
等
)
調
査
と
農
業
集
落
調

査
の
三
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
、

林
業
調
査
も
林
家
調
査
、
林
業

事
業
体
調
査
、
林
業
地
域
調
査

の
三
つ
に
分
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
セ
ン
ナ
ス
は
六

つ
の
調
査
と
な
っ
て
い
ま
す
が

中
心
と
な
る
調
査
は
、
農
ム
出
品
と

林
家
を
対
象
と
す
る
調
査
で
あ

り
又
こ
の
二
つ
に
つ
い
て
皆
様

に
お
伺
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
つ
い

て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

(
セ
ン
サ
ス
の
ね
ら
い
)

わ
が
国
の
全
部
の
農
家
や
林
家

を
調
査
す
る
の
は
こ
の
セ
ン
サ

メ
だ
け
で
す
か
ら
単
に
国
速
に

報
告
す
る
だ
け
で
な
く
次
の
セ

ン
サ
ス
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
十

年
間
わ
が
国
の
国
政
と
く
に
農

政
上
、
又
は
県
、
町
の
農
林
行

政
の
必
要
な
基
舵
的
統
計
資
料

と
な
り
、
農
民
生
活
の
安
定
と

向
上
を
図
る
諸
農
業
政
策
を
樹

て
、
農
林
業
を
振
盟
、
し
明
る
い

農
山
林
を
築
い
て
ゆ
く
ね
ら
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
調
査
事
項
J

農
家
調
査
で
調
査
さ
れ
る
事
項

は
、
世
帯
員
の
性
別
年
令
別
人

員
、
従
事
し
て
い
る
兼
業
の
内

容
、
経
営
し
た
り
所
有
し
て
い

る
土
地
の
種
類
別
面
積
、
土
地

利
用
や
耕
地
移
動
の
状
況
、
飼

養
し
て
い
る
家
畜
の
種
別
頭
羽

数
等
相
当
こ
ま
か
く
調
査
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
調
査
危
う
け
る
世
帯
)

セ
ン
サ
ス
の
調
査
対
象
と
な
る

農
家
と
は
経
営
し
て
い
る
耕
地

面
積
が
五
欽
歩
以
上
の
世
帯
で

す
、
し
か
し
経
営
耕
地
面
積
が

五
畝
歩
以
下
で
も
こ
の
一
年
間

に
お
け
る
農
産
物
の
販
売
総
額

が
二
万
円
以
上
あ
る
世
帯
は
農

家
と
す
る
こ
と
に
約
束
さ
れ
て

い
ま
す
。

林
家
と
は
所
有
し
て
い
る
山
林

が
一
反
歩
以
上
か
、
ま
た
は
自

分
で
経
営
し
て
い
る
山
林
が
、

一
反
歩
以
上
あ
る
世
帯
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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間
で
九
十
六
回
、
そ
れ
に
、
臨

時
(
夜
具
類
)
四
回
佼
を
合
せ

て
、
一

O
O
回
分
で
、
一
、
六

均
が
無
駄
に
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。

で
、
こ
れ
を
、
金
額
に
換
算

し
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
ご
勾
当
り
二
二
六

円
で
、
-
、
六
vMb
で
は
四
二
五

、
六
円
と
な
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
洗
剤
乃
量

が
少
い
為
、
海
ぎ
も
今
ま
で
五

回
し
て
い
た
乃
が
、
四
直
で
す

み
、
労
力
も
時
間
も
大
変
節
約

出
来
る
と
云
う
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
と
の
研
究
に
よ
り
、

い
か
に
『
ハ
カ
リ
』
が
日
常
生

活
に
お
い
て
重
要
な
役
目
を
果

し
て
い
る
か
と
云
う
と
と
に
鷲

品
目
¥
文
化
生
活
は
、
ま
ず
、
『

計
量
』
か
ら
と
感
付
い
た
の
で

す。

トJ!o法への謹

今
ま
で
洗

濯
の
時
に

洗
剤
を
手
加

減
で
使
用
し

て
い
た
の
で

3
す
が
、
最
も

!
有
効
に
使
つ

1
て
み
よ
う
と

研
究
を
し
て

p

、
次
の
結
果

科
を
得
ま
し
た

.
こ
れ
ま
で

は
一
回
2
h
u

の
物
を
洗
う

の
に
大
体

ω

瓦
の
洗
剤
を

使
用
し
て
い

た
こ
と
が
わ

昭和35年l月20日

メー

か
り
ま
し
た
。
(
と
云
う
の
は

一五

O
瓦
入
一
袋
四

O
円
の

を
凶
回
弱
使
用
し
て
い
ま
し
た

の
で
)
そ
こ
で
一
回
分
の
ハ
勺
量
を
二

十
四
瓦
に
し
て
使
っ
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
、
四

O
瓦
使
っ
て

い
た
時
と
同
僚
に
二
十
四
瓦
に

し
て
使
っ
て
も
充
分
明
に
合
い

ま
し
た
ロ
で
す
か
ら
洗
剤
の
使

用
量
は
従
来
の
五
分
の
三
(
二

十
四
瓦
)
で
済
み
、
五
分
の
二

(
二
ハ
瓦
)
は
ム
ダ
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
(
五

分
の
一
一
は
八
瓦
に
当
る
)
で
、

五
分
の
二
の
一
六
瓦
を
一
年
聞

に
計
算
を
し
て
見
ま
す
と
、
一

週
間
二
回
の
洗
濯
と
し
て
一
位

養
老
院
へ
寄
附
、
慰
問

東
京
都
林
清
一
氏
は
長
浜
在
住

の
母
堂
林
ト
メ
氏
逝
去
に
よ
る

香
奨
返
し
の
一
部
と
し
て
金
一

万
二
千
五
百
円
を
長
浜
養
老
院

へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
d

十
二
月
二
十
九
日
白
滝
婦
人
会

一

月

四

日

豊

茂

婦

人

会

一
月

T
一
日
長
浜
高
校
家
庭
倶

楽
部

よ
り
多
数
慰
問
に
来
て
頂
き
ま

し
た
、
尚
町
受
組
合
員
の
方
々

に
は
毎
月
五
、
六
名
で
理
髪
の

奉
仕
を
し
て
い
た

r
い
て
い
ま

す
。
紙
上
に
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

p
g畢
も
4
3
t歩、
.
2
3
a
p屯
号
J
d

聖司吻
ae，
r告
主
喧

生

活

メ

モ

衣
類
の
し
み
ぬ
き

し
よ
う
油
日
水
か
湯
で
す
ぐ
洗

ぅ
、
中
性
洗
剤
(

ソ
l
プ
)
を
使
え

ば
完
全

果
汁
日
石
け
ん
水
洗
い
、
そ
の

あ
と
を
ア
ン
モ
ニ
ヤ
で

ふ
く

め
ま
し
た
。
始
め
た
当
時
は
あ

ま
り
器
具
の
種
類
も
多
く
出
ま

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

荻
野
学
説
が
ど
う
も
面
倒
な
の

で
、
ゼ
リ

l
の
併
用
と
ペ
ッ
サ

リ
ー
た
っ
た
一
個
で
今
日
ま
で

失
敗
も
な
く
過
し
て
来
た
も
の

で
す
。
こ
L
で
実
行
し
て
来
た

結
果
、
成
功
の
一
つ
/
¥
を
考

え
て
み
ま
す
と
、
「
そ
の
都
度

使
用
に
つ
い
て
」
は
、
な
か
な

か
困
難
な
こ
と
で
す
が
、
失
敗

を
考
え
た
時
、
た
っ
た
三
分
も

あ
れ
ば
出
来
る
準
備
を
、
ど
う

し
て
実
行
出
来
な
い
の
か
と
い

う
こ
と
の
方
が
不
思
議
な
位
で

す
。
他
の
器
具
に
つ
い
て
は
全

然
考
へ
な
い
で
、
-
へ
ツ
ナ
リ
l

一
本
で
行
っ
た
こ
と
も
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

「
ゼ
リ
ー
の
併
用
に
つ
い
て
」

ペ
ッ
サ
リ
ー
だ
け
で
は
ど
う
し

て
も
安
心
感
も
あ
り
ま
せ
ん
し

ゼ
リ
ー
の
併
用
で
使
っ
た
と
き

は
、
使
用
感
も
少
な
く
操
作
し

や
す
い
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す

「
使
用
後
の
取
扱
い
と
検
査
」

で
す
が
、
何
し
ろ
た
っ
た
一
個

の
ペ
ッ
サ
リ
ー
を
十
三
年
間
も

使
い
つ

r
け
て
い
る
の
で
す
か

ら
心
配
も
あ
り
ま
す
、
用
事
が

す
み
ま
す
と
次
の
朝
と
り
出
し

て
不
浄
の
手
洗
で
水
洗
し
て
ガ

ー
ゼ
に
く
る
む
よ
う
に
拭
き
と

り
か
わ
か
し
た
ら
そ
の
ま
L

子

供
達
の
自
の
つ
か
な
い
引
出
し

に
し
ま
い
ま
す
、
時
に
は
穴
が

開
い
て
い
な
い
か
と
確
め
ま
す

が
、
今
日
ま
で
何
と
も
変
化
あ

り
ま
せ
ん
。

以
上
私
の
経
験
か
ら
ペ
ッ
サ
リ

ー
を
使
う
と
と
を
申
し
あ
げ
ま

し
た
が
、
誰
に
で
も
こ
の
方
法

が
あ
て
は
ま
る
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
夫
婦
二
人
が
健
康
で
む

つ
ま
し
く
暮
し
て
行
く
に
は
、

お
互
に
よ
く
話
し
合
い
、
い
た

わ
り
な
が
ら
、
も
の
ご
と
に
当

れ
ば
恐
ろ
し
い
中
絶
な
ど
、
決

し
て
し
な
く
と
も
よ
い
と
自
信

を
持
っ
て
皆
様
に
お
す
L
め
い

た
し
ま
す
。
家
族
計
蓄
を
私
の

家
に
と
り
h
げ
ら
れ
て
か
ら
は

一
年
に
一
回
ず
つ
家
族
全
員
が

旅
行
す
る
こ
と
も
実
行
し
、
一

層
な
ご
や
か
な
日
を
送
っ
て
お

り
ま
す
。

記
事
は
以
上
で
す
が
、
町
民

の
皆
様
も
右
の
経
験
発
表
を
さ

れ
た
方
の
様
に
家
族
計
蓄
を
一

日
で
も
早
く
取
り
入
れ
ら
れ
て

健
康
で
明
る
い
家
庭
を
き
，
つ
い

て
頂
き
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま

す。家
族
計
蓄
の
相
談
は
婦
人
科
医

助
産
婦
又
は
保
健
婦
に
聞
い
て

下
さ
い
。

少

「明守

家?手
族事宅

計年謀
議蓬正
己[ま毛
色、る
り

活援する4Uクラブ研究発表会

日
本
家
族
計
画
普
及
会
か
ら
発

行
さ
れ
て
い
る
「
家
族
計
画
」

と
云
う
新
聞
に
、
次
の
よ
う
な

続
者
の
研
究
発
表
が
載
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

私
は
今
年
四
十
三
才
で
子
供

は
理
想
通
り
男
一
人
女
二
人
の

母
親
で
あ
り
ま
す
。
家
の
職
業

は
一
編
物
業
を
営
ん
で
お
り
普
通

↓
般
の
家
庭
で
す
。

家
族
計
画
と
い
う
こ
と
を
考
え

は
じ
め
、
又
実
行
に
移
し
て
か

ら
今
年
で
十
三
年
目
に
入
り
ま

し
た
、
こ
の
間
ペ
ッ
サ
リ
ー
-

個
で
一
回
の
中
絶
も
受
け
る
こ

と
な
く
家
族
計
局
に
成
功
し
て

い
る
私
の
経
験
を
香
い
て
み
ま

す
J

。
受
胎
湖
町
節
(
家
族
計
審
)
を
治

め
た
動
機
と
し
て
は
妊
娠
の
都

変
つ
わ
り
が
重
く
分
娩
す
る
迄

寝
た
ゲ
起
き
た
り
の
状
態
が
つ

r
き
精
神
的
に
も
苦
悩
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
夫
の
病
弱
も
あ
り

子
供
も
三
人
面
白
ま
礼
経
済
的
に

も
こ
れ
以
上
は
無
理
だ
と
思
い

主
人
と
相
談
致
し
ま
し
た
処
、

主
人
も
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た

の
で
、
早
速
専
問
(
指
導
員
)

の
方
に
相
談
に
行
き
、
ペ
サ
ツ

リ
ー
の
使
用
を
習
っ
て
使
い
始

P 青 墨 澗油
君主』 ィ 汁 なベ
川、/ y n ど y

1をクれまキ洗分飯もですでだらけら nはキ
ば 1水消な湯1¥ 5く粒とおぐふとなてキぬ揮 11
』でしいで中。らをれちなききいおリれヰモペ
な l洗をと洗性 いぬなるら、は、け吹て油 γ
7う使きい洗 ありいがば湯アあばきいでジ
し 10いは、剤 とつ場、石でンと V でるふン
4 、、なの でけ合そけ洗モがミ水可 4も
』 あ市おぬ 湯十はれんうニつにをち し
一i:::-(とる で五、で永。アいなかな く

輪大菊笹宮久鎌金和
逮久地問弁保田沢田
順保新淳敬正官事建者、
三繁一二光南郷樹夫
夫

A
V
長
寿
法
〈
V

加
藤
清
正
に
つ

か
え
た
こ
と
の
あ
る
医
者
の
侍

松
庵
江
村
専
斉
は
よ
わ
い
(
齢
一
大
塚

)
百
歳
を
保
っ
て
京
都
に
住
ん
二
一

で
い
た
り
あ
る
と
き
後
水
尾
上
」
一
摘
野
俊
春

皇
が
仙
洞
御
所
に
め
し
て
長
寿
ド

の
法
を
お
た
ず
ね
に
な
る
と
河
)
i上
満
式
友

主
人
野
安
男

ふ
だ
ん
か
ら
、
す
こ
し
と
い
う
ム内
一
清
水
義
正

一
言
を
も
持
す
る
の
み
で
ご

.3
一
山
本
啓
二
郎

い
ま
す
。
食
事
を
と
り
ま
す
mv
」
、
死
亡

も
す
こ
し
飲
食
を
節
し
ま
す
の

も
す
こ
し
養
生
も
ま
た
す
こ
し

そ
の
ほ
か
は
別
の
こ
と
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
」

am
姐
亙
司
昆
E
B
a
H
賞、
r
1《
弘
司
畑
正

交
換
分
合
優
良
地
区
表
彰

去
る
一
月
七
日
昭
和
三
十
三
年

度
交
換
分
合
優
良
部
落
と
し
て

本
町
大
字
豊
茂
郷
部
落
(
上
区

中
区
、
下
区
中
央
)
が
知
事
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ま
し
セ
郷
部
落
は

中
山
間
地
帯
で
あ
り
ま
し
て
、

こ
れ
ら
の
地
区
の
交
換
分
合
は

非
常
に
む
つ
か
し
い
と
云
わ
れ

て
お
っ
た
も
の
で
す
が
、
実
行

委
員
は
じ
め
関
係
者
品
目
僚
の
御

努
力
に
よ
り
完
逐
で
ぎ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
当
初
に
お
い
て
立
派

な
実
践
を
あ
げ
る
事
が
で
き
ま

し
た
も
の
で
現
在
大
字
白
滝
及

柴
地
区
に
於
て
続
い
て
本
事
業

を
実
施
中
で
ら
り
ま
す
。

農
業
経
営
の
基
礎
で
あ
る
農
地

の
繋
備
に
御
協
力
い
た
ど
き
本

事
業
の
目
的
完
遂
を
心
か
ら
願

ふ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

豊
茂
地
区
実
行
委
員
長
小
西
一
豊
己

郷
部
落
実
行
委
員
長二
宮

郷
部
活
実
行
委
員
宮
川
末
五
郎

。
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移

動

割
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開
幽

十
二
月
の
出
生
と
死
亡

出
生

白大出櫛喜
四長長長 四 二 二三多長長長二長長二長三本
女女男男滝男和男海男生明灘男男女ぜて女女女女男

庁
慎智紀く喜美雄
融代る代呑由
一治美み子樹二

稲
垣
孝
行

政

彦

菊
地

弘

勝昭

敏

邦
豊

啓

司修
久

美

信

子

手日

本

西
万
三
郎

、
鎌
田
篤
美

石
井
島
太
郎

林

ト

メ

亀
井
国
三
郎

ー
増
田
良
之
助

大
塚
栄
太
郎出

大
塚
邦
敏
大

野
村
ヒ
サ
コ

松
本
岩
太
郎

西
田
ミ
ツ
エ

グ
季
節
風

M
M

二
月
の
行
事
と
歴
史

4
日
(
木
)
節
分
台
福
沢
諭
古
口

死
す
、
明
治
初
期
の
教
育

者

5
日
(
金
)
立
春
、
寒
明
け

日
日
(
月
)
針
供
養

9
日
(
火
)
日
露
関
戦
(
明
治

三
十
七
年
)

日
日
(
木
)
大
百
本
帝
国
憲
法

が
発
布
さ
れ
た
(
明
治
二
一

十

二

年

)

一

回
目
(
金
)
リ
ン
カ
ー
ン
生
れ
一

る
(
ア
メ
リ
カ
第
十
六
代
一

の
大
統
領
「
人
民
の
人
民
一

に
よ
る
人
民
の
た
め
の
政
一

治
)
は
彼
の
こ
と
ば
一

沼
目
(
月
)
ワ

νγ
ト
ン
生
ま
一

れ
る
(
ア
メ
リ
カ
初
代
大
一

統

領

)

一

四
日
(
月
)
今
日
は
四
年
に
一
一

遇
と
い
う
め
F

す
ら
し
い
日
一

ラ
る
う
年
の
二
十
九
日
一

4 一之 、

庁海和


